
は
例
え
ば
日
本
人
は
お
金
は
汚
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
身
体
の
中

で
手
は
汚
れ
る
が
洗
え
ば
き
れ
い
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
下
半
身
は
本

質
的
に
汚
い
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
洗
っ
て
も
完
全
に
き
れ
い

に
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
日
本
の
衛
生

習
慣
は
、
内
・
外
Ⅱ
上
・
下
Ⅱ
清
潔
・
不
潔
Ⅱ
浄
・
不
浄
（
ケ
ガ
レ
）
を

表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

古
代
か
ら
の
浄
・
不
浄
（
ケ
ガ
レ
）
の
観
念
に
つ
い
て
の
移
り
変
わ
り

を
み
る
と
、
『
古
事
記
」
に
伊
弊
諾
尊
が
亡
く
な
っ
た
伊
弊
再
尊
の
う
じ

の
わ
い
た
死
体
を
見
た
た
め
に
ケ
ガ
し
た
身
に
な
る
が
、
清
め
の
儀
式

を
行
う
こ
と
に
よ
り
日
本
の
主
要
神
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
天
照
大
神

は
伊
弊
諾
尊
が
左
の
目
を
洗
っ
た
と
き
に
、
須
佐
之
男
命
は
伊
弊
諾
尊

が
鼻
を
洗
っ
た
と
き
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
「
古

事
記
』
の
世
界
は
次
の
三
つ
の
対
立
軸
の
形
で
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
浄
・
不
浄
（
ケ
ガ
と
Ⅱ
生
・
死
Ⅱ
上
・
下
で
あ
る
。
「
祝
詞
」

で
は
神
の
怒
り
を
誘
う
行
為
を
罪
と
し
、
こ
れ
を
な
く
す
た
め
に
祓
や

涙
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
儀
礼
化
し
て
天
皇
が
主
宰
す
る
祭
式
と
な
っ

た
の
は
律
令
体
制
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
方
新
し
い
思
想
を
持
っ
た
仏
教
が
五
三
八
年
に
日
本
に
伝
え
ら

れ
、
鎮
護
国
家
を
唱
え
た
貴
族
仏
教
が
平
安
朝
に
入
る
と
、
そ
の
教
え

は
一
般
庶
民
に
わ
か
り
易
い
よ
う
に
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

殺
生
戒
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
戒
律
思
想
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
平
安

朝
の
後
半
期
に
な
る
と
、
戦
争
や
疫
病
の
蔓
延
が
さ
ら
に
は
げ
し
く
な

り
、
一
般
庶
民
の
不
安
が
一
層
広
が
っ
た
。
仏
教
は
現
世
は
横
土
で
あ

り
、
往
生
し
て
浄
土
へ
行
く
た
め
に
は
戒
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
力
説

し
た
。
ま
た
朝
廷
は
「
天
下
触
稜
」
の
布
告
を
出
し
、
こ
の
ケ
ガ
レ
を

消
す
た
め
に
種
々
の
タ
ブ
ー
を
出
し
た
。
か
く
し
て
浄
・
稜
の
観
念
が

民
衆
の
問
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

さ
い
ご
に
現
代
日
本
の
衛
生
観
念
、
治
癒
力
の
観
念
と
古
代
日
本
の

浄
・
不
浄
（
ケ
ガ
と
の
観
念
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
古
代

日
本
の
不
浄
（
ケ
ガ
と
観
は
、
う
じ
の
わ
い
た
身
体
、
死
体
ま
た
は
膿

の
わ
い
て
い
る
病
人
に
触
れ
る
こ
と
に
関
連
し
て
お
り
、
こ
の
事
実
は

現
代
日
本
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
②
古
代

に
お
い
て
祓
い
清
め
の
役
割
を
担
っ
た
自
然
の
諸
力
は
、
現
代
に
お
い

て
も
引
き
続
き
同
様
の
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
③
浄
・
不
浄

（
ケ
ガ
と
の
対
立
は
観
念
的
の
み
な
ら
ず
道
徳
的
側
面
を
も
あ
わ
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
古
代
と
現
代
と
は
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
浄
・
不
浄
（
ケ
ガ
レ
）
Ⅱ
生
・
死
Ⅱ
上
・
下
の
観
念
で
は
現
代
は

古
代
と
同
じ
よ
う
に
文
化
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
平
成
六
年
二
月
例
会
）

横
浜
の
太
田
陣
屋
は
、
安
政
六
年
九
月
（
開
港
三
カ
月
後
）
に
陸
上
警

備
の
福
井
藩
士
を
収
容
す
る
た
め
に
、
大
岡
川
を
へ
だ
て
太
田
新
田
の

向
い
側
の
地
（
今
日
の
京
急
日
ノ
出
町
駅
周
辺
）
に
開
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
現
在
の
横
浜
に
は
史
料
が
残
っ
て
居
ら
ず
、
福
井
県
立
図

横
浜
・
太
田
陣
屋
の
研
究

中

西
淳
朗
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害
館
松
平
文
庫
に
「
太
田
陣
屋
旧
建
物
配
置
図
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ

の
図
に
よ
る
と
、
そ
の
敷
地
は
一
万
一
千
九
百
余
坪
と
あ
り
、
低
地
で

は
あ
る
が
広
大
な
用
地
で
、
神
奈
川
奉
行
所
が
支
配
し
た
。

そ
の
後
、
幕
府
の
政
策
転
換
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
の
下
に
幕

軍
を
近
代
化
す
る
た
め
、
慶
応
元
年
四
月
よ
り
開
校
し
た
横
浜
仏
語
伝

習
所
の
生
徒
の
三
兵
（
歩
兵
、
砲
兵
、
騎
兵
）
伝
習
用
の
屯
所
に
す
る
こ

と
と
な
り
、
同
年
十
二
月
、
陸
軍
奉
行
支
配
に
か
わ
り
大
改
築
が
行
わ

れ
た
。英

医
ジ
ョ
セ
フ
。
Ｂ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
の
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
三
月

三
十
日
付
の
英
国
外
務
省
宛
報
告
書
に
よ
る
と
、
戊
辰
戦
争
の
折
、
太

田
陣
屋
の
伝
習
長
屋
が
新
政
府
の
軍
陣
病
院
の
病
棟
と
な
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
病
棟
に
利
用
さ
れ
た
長
屋
（
兵
舎
）
は
、
〃
三
十
ヤ
ー
ド
の
長

さ
の
、
二
階
建
て
の
高
さ
の
建
物
が
六
棟
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
か
っ

て
厩
と
し
て
使
用
さ
れ
、
厩
の
上
に
兵
士
用
の
部
屋
が
つ
い
て
い
た
。

こ
の
二
階
部
分
は
換
気
が
よ
く
、
部
屋
も
連
続
し
て
い
た
の
で
病
棟
に

さ
れ
た
。
（
中
須
賀
哲
朗
氏
訳
）
〃
と
あ
る
。

問
題
は
厩
が
存
在
し
た
証
拠
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
青
山
学
院
大
学

の
岡
宏
三
氏
の
研
究
「
慶
応
三
年
ア
ラ
ビ
ア
馬
の
受
領
と
小
金
牧
牧
士

の
飼
育
伝
習
御
用
」
二
九
九
○
年
・
私
家
版
）
に
よ
り
、
同
年
四
月
下
旬
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
か
ら
幕
府
に
軍
馬
改
良
用
に
お
く
ら
れ
た
種
馬
二
十

六
頭
が
太
田
陣
屋
に
入
り
飼
育
伝
習
が
約
一
年
間
行
わ
れ
た
史
実
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
「
目
胃
甸
胃
両
閉
ご
誌
上
に
あ
る

と
い
う
有
名
な
太
田
陣
屋
の
写
真
二
時
は
修
文
館
と
解
説
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
）
を
改
め
て
見
つ
め
る
と
、
長
屋
の
一
階
部
分
は
ま
さ
に
厩
で
あ

り
、
シ
ッ
ド
ー
ル
の
報
告
書
に
全
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

こ
の
兵
舎
の
長
さ
は
三
十
ヤ
ー
ド
（
十
六
間
）
で
、
総
二
階
で
あ
る
。

幅
を
横
浜
仏
語
伝
習
所
の
初
期
建
物
に
準
じ
て
割
り
出
す
と
五
間
と
な

る
。

写
真
で
は
中
央
に
出
入
口
を
認
め
る
の
で
、
こ
れ
を
二
間
と
す
る
と
、

兵
舎
の
二
階
は
七
問
×
五
間
の
広
間
が
階
段
部
分
の
左
右
に
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。

即
ち
、
一
棟
の
長
屋
に
六
十
六
畳
の
大
部
屋
二
室
を
作
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
大
部
屋
の
中
央
に
一
間
の
廊
下
を
作
り
、
両
側
の
細
長
部

屋
を
床
上
三
尺
位
を
板
で
区
切
り
、
十
三
の
小
区
画
と
な
し
使
用
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
（
大
部
屋
を
い
印
と
か
ろ
印
、
区
切
っ
た
小
区
画
を
一
番
、

二
番
と
呼
ん
だ
）

一
患
者
当
り
四
畳
が
割
当
て
ら
れ
た
計
算
と
な
る
。
つ
ま
り
、
一
長

屋
に
二
大
部
屋
を
有
し
、
夫
々
が
十
三
の
小
区
画
と
な
っ
て
お
り
、
一

長
屋
に
二
十
六
名
が
入
院
で
き
た
。
長
屋
は
六
棟
あ
っ
た
の
で
、
合
計

一
五
六
名
を
収
容
で
き
た
。
『
横
浜
病
院
の
日
記
」
に
よ
る
と
、
予
備
の

大
部
屋
が
一
シ
あ
る
の
で
フ
ル
回
転
で
一
六
九
名
入
院
さ
せ
ら
れ
る
。

即
ち
太
田
陣
屋
こ
そ
横
浜
軍
陣
病
院
の
基
幹
病
院
で
あ
っ
た
。

（
平
成
六
年
三
月
例
会
）
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